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資金等の研究課
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科学研究費補助金 
・食品に含まれる様々なcisカロテノイドが持つ有用生物活性の解明 2019-2022 
・調理プロセスで発生する加熱生成成分の機能性、安全性に関する基礎的知見の確立2015-2019 
・アピオス（ホドイモ）が有する抗男性ホルモン機能の解明 2013-2015 
いずれも研究代表者 
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